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近
年
の
財
政
状
況

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
の

割
合
が
非
常
に
高
く
、
市
の
貯
金
に
相
当
す
る
財
政
調
整

基
金
が
減
少
し
、
予
期
し
な
い
税
収
の
落
ち
込
み
や
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
十
分
で
は
な
い
状
態
で
す
。

　
市
税
な
ど
継
続
的
に
見
込
め
る
収
入
の
う
ち
、
毎
年
度

経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
使
わ
れ
た
割
合
を
示
す
財

政
指
標
と
し
て
「
経
常
収
支
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
に
例
え
る
と
、
給
料
に
占
め
る
食

費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
固
定
的
な
生
活
費
の
割
合
に
当
た

り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
令
和
元
年
度
に
は
99
・

8
％
に
達
し
、
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
生
活
費
に
使
い
、
将

来
の
た
め
に
必
要
な
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）
を
取
り
崩
し

な
が
ら
家
計
（
財
政
）
を
や
り
く
り
し
て
い
る
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

川
越
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

川
越
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

～
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
～

～
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
～

　　

本本
市市
でで
はは
、、
厳厳
しし
いい
財財
政政
状状
況況
にに
ああ
っっ
てて
もも
、、
将将
来来
にに
わわ
たた
りり
ささ
まま
ざざ
まま
なな
行行
政政
課課
題題
にに
対対
応応
しし
なな
がが
らら
、、
安安
定定
的的
にに
行行
政政

ササ
ーー
ビビ
スス
をを
提提
供供
しし
てて
いい
くく
たた
めめ
、、
「「
川川
越越
市市
行行
財財
政政
改改
革革
推推
進進
計計
画画
」」
をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた
。。

今今
後後
、、
ここ
のの
計計
画画
にに
基基
づづ
きき
、、
事事
務務
事事
業業
のの
見見
直直
しし
やや
積積
極極
的的
なな
歳歳
入入
のの
確確
保保
なな
どど
のの
対対
策策
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
きき
まま
すす
。。

　

本
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
将
来
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
「
川
越
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
積
極
的
な
歳
入
の
確
保
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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財政調整基金の年度末残高の推移

経常収支比率の推移（他自治体との比較）
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全国市町村平均 令和2年度はコロナ

禍での一時的な改善

と考えられます。
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（億円）

川越市行財政改
革推進計画のホ
ームページ

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/seisakushisaku/gyoseikaikaku/gyozaiseikaikaku.html
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経
常
的
な
支
出
の
増
加
要
因

　
本
市
で
は
、
「
だ
れ
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
、
都
市

基
盤
の
整
備
な
ど
数
々
の
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
福
祉
や
介
護
、
医
療
に

か
か
る
支
出
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
経
常

的
な
支
出
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
財
政
上
の
課
題

●
少
子
高
齢
化
の
進
行

　
本
市
で
も
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
15
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
一

方
、
高
齢
者
の
人
口
が
増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
長
期
的
に
は
市
税
収
入
な
ど
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
関
係
の
費
用
が
さ
ら
に

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
社
会
資
本
の
老
朽
化

　
本
市
は
高
度
経
済
成
長
期
の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
て
、

学
校
や
保
育
所
等
の
公
共
施
設
、
道
路
や
上
下
水
道
等
の

イ
ン
フ
ラ
施
設
を
昭
和
40
～
50
年
代
に
集
中
的
に
整
備
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
多
く
が
竣
工
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
は
そ
の
改
修
や
更
新
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

この10年間で本市が行ってきた主な取り組みこの10年間で本市が行ってきた主な取り組み

●子育て支援

　   民間保育所等整備（定員数3,141人（H23）⇒5,784人（R2））、

　児童発達支援センター整備

●教育

　 小中学校普通教室へのエアコン整備、菅間第二学校給食センター

整備

●都市基盤

　川越駅西口駅前広場整備、川越駅西口デッキ延伸、

　新河岸駅周辺地区整備、なぐわし公園ピコア整備

●市民生活

　ウェスタ川越整備、新斎場整備

●災害対応　

　平成29年台風第21号対応、令和元年東日本台風対応、

　新型コロナウイルス感染症対応

建設年度別の公共施設の延床面積

　
本
市
の
近
年
の
財
政
状
況
や
今
後
の
財
政
上
の

課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
ま
ま
の
行
財
政
運
営

を
続
け
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
財

政
改
革
の
数
値
目
標
と
具
体
的
な
実
施
項
目
を
定

め
ま
し
た
。
（
次
ペ
ー
ジ
）

年齢3区分別人口構成（推計）
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（万㎡）

公共施設の約４割が

築40年以上！

一斉に更新の時期を

迎えることになります。
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～
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川越市行財政改革推進計画の計画目標と実施項目

（令和３年度～令和７年度）

　市の貯金に当たる財政調整基金の取り崩しに頼らない財政構造を確立し、持続的な行財政運営を

行っていくため、経常収支比率と財政調整基金残高について、数値目標を設定しました。

　計画目標の達成に向けて、５つの基本目標を設け、行財政改革の取り組みを推進していきます。

● 国や県からの財源措置などがなく、市の一般財源により行う事業などを中

心心にに、、事事務務事事業業全全般般ににつついいてて事事業業のの必必要要性性、、有有効効性性、、効効率率性性ななどどのの観観点点かか

らら検検証証しし、、抜抜本本的的なな見見直直ししをを図図りりまますす

● 市の外郭団体について、それぞれの団体に応じた自主的、自律的な経営を

推推進進ししまますす

● 介護保険や後期高齢者医療制度の自立した経営を推進します

● 国や県からの財源措置などがなく、市の一般財源により行う事業などを中

心に、事務事業全般について事業の必要性、有効性、効率性などの観点か

ら検証し、抜本的な見直しを図ります

● 市の外郭団体について、それぞれの団体に応じた自主的、自律的な経営を

推進します

● 介護保険や後期高齢者医療制度の自立した経営を推進します

　財政調整基金は、他市に比べて低い水準となっています（中核市で比較すると、令和元年度は全

58市中55位）。災害などの不測の事態に備えるため、計画期間が終了する令和７年度末の時点で

50億円以上の確保を目指します。

１．市独自事業の抜本的な見直し

計画目標

実施項目

● 大規模な建設事業に伴う借り入れ（市債）の金額を管理しながら、計画的に

事事業業をを進進めめるるここととでで、、後後年年度度にに発発生生すするる返返済済額額（（公公債債費費））のの抑抑制制をを図図りりまますす

● 大規模な建設事業に伴う借り入れ（市債）の金額を管理しながら、計画的に

事業を進めることで、後年度に発生する返済額（公債費）の抑制を図ります

2．投資的経費の抑制2．投資的経費の抑制

●●●事業

令和７年度末の財政調整基金残高50億円以上を確保

現状　約27億円（令和元年度末）　→　目標　50億円以上（令和7年度末）

　社会状況や行政需要の変化に的確に対応し、新たな施策や臨時的に必要となる施策を展開してい

くためには、経常的に支出される経費の割合を適正な水準に抑えていく必要があります。このため、

経常収支比率を95％以下とすることを目標とします。

令和７年度の経常収支比率95％以下

現状　99.8％（令和元年度）　→　目標　95%以下（令和７年度）
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● 計画策定に先立ち、特別職の給与の臨時的削減を行いました（令和3年7月

かからら令令和和55年年66月月ままでで））

● 給与制度を他団体と比較し、バランスを欠く部分があれば見直しを行いま

すす

● 計画策定に先立ち、特別職の給与の臨時的削減を行いました（令和3年7月

から令和5年6月まで）

● 給与制度を他団体と比較し、バランスを欠く部分があれば見直しを行いま

す

● 事務事業の委託化や、デジタル技術の活用による業務の効率化を推進し、

行政課題に的確に対応した定員管理と組織体制の整備を推進します

４．総人件費の抑制４．総人件費の抑制

● 市税の収納体制を強化するほか、雇用創出に向けた企業誘致やふるさと納

税の拡充を図ります

● 受益者負担の適正化に向けて、使用料・手数料について現状を検証し、見

直しを図ります

● 積立基金や市有財産の有効活用に努めます。また、広告収入のほか、新た

な歳入確保策について検討を進めます

５．歳入の確保

　安定した財政基盤のもとで未来への投資を行っていくことができるよう、

行財政改革に取り組んでいきます。

　この計画の取り組みを着実に実行し、より効率的、効果的な行政運営を

行っていくことで、第四次川越市総合計画の将来都市像「人がつながり、魅

力があふれ、だれもが住み続けたいまち　川越」の実現のための、持続可

能な財政基盤を築いていくことを目指します。

　計画策定後は、より具体的な取り組み内容やスケジュールなどをまとめ

た「アクションプラン」を作成し、これを毎年度更新し、市ホームページ等

で達成状況や進捗の状況を公表してまいります。

～ 市民の皆さまへ ～～ 市民の皆さまへ ～

● 公共施設の集約化や複合化を検討し、再編に向けた取り組みを推進します

● 施設の管理に対し、指定管理者制度などの民間活力の導入を推進し、市民

ササーービビススのの向向上上とと業業務務のの効効率率化化をを図図りりまますす

● 公共施設の集約化や複合化を検討し、再編に向けた取り組みを推進します

● 施設の管理に対し、指定管理者制度などの民間活力の導入を推進し、市民

サービスの向上と業務の効率化を図ります

３．公共施設の管理運営経費の縮減３．公共施設の管理運営経費の縮減


